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ヒストンは様々な翻訳後修飾を受けてクロマチンの動的構造と遺伝子発現を制御している。リジ

ン残基アシル化はそのひとつであり、酵素異常によるクロマチンアシル化修飾の減少が代謝異常

や疾患に関与し、アシル化修飾の増加によって疾患への抵抗性を獲得することなどが報告され始

めている。従って、ヒストンのアシル化を非酵素的に自在導入出来れば、新しい細胞機能制御法

となりうるが、現在そのような方法は存在しない。これは細胞内の分子夾雑環境下で機能する化

学が未熟だからである。本研究では、生細胞内で効率的にヒストンアシル化を導入できる化学触

媒の開発を行い、新たな細胞機能制御法を確立すると同時に、分子夾雑下で強力に機能する化学

原理を見いだすことを目標とする。 
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